
 

 

 

 

先週は春が突然訪れるという奇妙な天候

で、関東を中心に夏日となりまたまた記録

的な週になっておりました。明日から３月

を迎えますが、まだまだ体調管理には十分

気をつけて過ごしたいものです。 

さて、１４０周年記念事業として、計画

しました「子ども気球体験」は残念ながら

天気が悪く、気球に乗って吉川町を展望す

ることはできませんでした。それでも、上

がる仕組みや実験教室など、京都大学の皆

さんに気球についてたくさんのことを教え

ていただきました。体育館いっぱいに膨ら

む気球に直接触れ、大きさや感触を確かめ

約１２０ｋｇの気球をみんな

で協力して折りたたみ、片づ

けるまで体験させてもらいま

した。天候によって実際に上

げられるのは１／２の確率だ

そうで、予備日を２日もとっ

ていましたが、残念な週とな

りました。それでも、子ども

たちには貴重な本物体験ができたと思いま

す。また、３連休は保津川水辺公園で２０

以上の気球が集まり競技を行うバルーンフ

ェスティバルが開催されました。この機会

に気球を

身近に感

じ、興味

をもって

くれたら

うれしい

です。自

治会、心

の教育推進委員会、ＰＴＡの皆さん、ご協

力ありがとうございました。 

 

 

昨日は６年生を送る会でした。約１ヶ月

にわたって、５年生を中心に準備を進め、

６年生に感謝の気持ちを伝えようと方法や

内容を考え、練習を重ねてきました。 

 この行事は、１年のまとめとして、また

６年間のまとめとして、まさしく集大成の

行事です。私たち教職員が６年間かけてど

んな吉川っ子に育ってほしいか、どんな吉

川小学校にしたいか、それに向けてどれだ

け努力し、一人一人の子どもに合った教育

ができていたか…。その答えの多くを６年

生の姿や思い、在校生の気持ちや表情、そ

れぞれの表現に見ることができます。 

いよいよ本番、４人の６年生に精一杯、

思いを伝えた在校生、一生懸命それに応え

ようとする６年生、また、教職員の強い願

いも加わり、ま

さしく吉川小学

校の全員がこの

１年間、身につ

けた力と豊かに

なった心を一つにしました。 

なつかしくて、楽しくて、うれしくて、

寂しい、いつまでも一緒にいたいと思う、 

そんな気持ちが充満した体育館でした。ま

さしく「吉川っ子大家族宣言」の現れでし

た。次期リーダーの５年生、力を合わせて

よくがんばりました。そして、４人の６年

生、吉川小の６年間で培ったすべての力を

確かな自信と熱いエネルギーに替えて、強

く高く大きく羽ばたいてくれることを心よ

り願っています。  

          校長  藤田 哲也 
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